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平成平成2222年度年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会東北地方ダム管理フォローアップ委員会

四十四田ダム四十四田ダム 定期報告書定期報告書

国土交通省 東北地方整備局



◆調査の目的、内容（平成21年度調査）
四十四田ダム貯水池内の堆積物を採取するとともに、土質試験及び化学分析を行い、
沈殿物の分布、濃度などの状況を把握し、四十四田ダム堆砂傾向把握の基礎とする。
【調査側点】貯水池内を縦断的に６地点で試料採取を実施
【土質試験】粒度試験、密度試験、含水比試験など
【化学分析】 pH、Fe（全鉄）、As（ヒ素）など

◆これまでの調査結果のまとめ ※後述する「4.3貯水池底泥の状況」参照
・貯水池全般にわたり深部に褐色粘土が分布。

・浅部から中間部は下流側で粘性土、上流側で砂質土を主体とする。
・堆砂の進行も停滞しており、大きな変化はみられない。
・全般にわたり、深部にかけてpHが酸性側、Fe・Asの濃度が高い。
・成分の経年変化では、大きな変化は見られず、性状については安定している。
・また、近年はほとんど変化がみられない。 1

平成平成1818年年33月月1717日開催日開催委員会での主な指摘事項とその対応委員会での主な指摘事項とその対応①①

項目 平成18年3月17日開催委員会での
主な指摘事項

指摘事項への対応

堆砂

ダム運用当初に想定した計画堆砂量
と実際の堆砂量では、堆砂物の質が
異なると思われる。堆砂物の性状を
継続的に調査してはどうか。

堆砂物の性状については、昭和51年
度から堆積物調査を開始し、平成元
年度以降は経年的に調査を実施して
いる。
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平成平成1818年年33月月1717日開催日開催委員会での主な指摘事項とその対応委員会での主な指摘事項とその対応②②

項目 平成18年3月17日開催委員会での
主な指摘事項

指摘事項への対応

堆砂

現在の高い堆砂率は、運用当初の
状況が影響していると思われる。
新しい視点を入れた堆砂の評価が
必要ではないか｡

平成18年度から「四十四田ダム貯水池
堆砂対策検討委員会」において、堆砂
の評価とともにその対策をハード・ソ
フトの両面から検討してきた。その結
果を受け、貯砂ダムによる対策等に取
り組んでいる。

出水時においても、深部に堆積している高濃度のヒ素を巻き上げる可能性は低いため、貯
水池内の堆砂は掘削せずに存置する。ただし、今後も長期的にモニタリングを継続する。

（１）質的課題について

堆砂の進行によりダムの安全度は低下。住民が安心できるよう、早急に対策を実施し、ダ
ム機能の確保を図ることが重要。

地山掘削や利水容量活用などの現在不足している治水容量を確保する対策と、貯砂ダムな
どの今後の堆砂を抑制する対策について、対策の時期、効果、経済的視点などを総合的に
判断し、ハード・ソフトを含めた対策の検討を進める。

対策実施後も、質的・量的監視を継続し、適切な時期に適切な対応を行うことが必要。

（２）量的課題について

「四十四田ダム貯水池堆砂対策検討委員会」からの提言（概要） 平成21年2月27日



１．事業の概要１．事業の概要
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１．１．１１ 五大ダムの概要五大ダムの概要

四十四田ダム

北上特定地域総合開発計画 （KVA
計画；昭和28年閣議決定）に基づ
き、北上川本川の四十四田ダム及
び支川雫石川の御所ダム、猿ヶ石
川の田瀬ダム、和賀川の湯田ダム、
胆沢川の石淵ダムが建設された。

御所ダム

湯田ダム

石淵ダム

田瀬ダム
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１．１．２２ 四十四田ダム流域の概要四十四田ダム流域の概要

四十四田ダムは、北上川本川に位置する多目的ダム。
北上特定地域総合開発計画（KVA計画）の４番目のダ
ムとして昭和43年に完成。
ダムの流域面積は1,196km2で、北上川5ダムの中で最
も大きな流域。

四十四田ダム流域

四十四田ダム

北上川

松川

北

上

川

雫石川 中津川
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豊沢川
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千厩川
三迫川
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旧
迫

川

旧
北
上
川

上
川

盛岡市

栗駒山

焼石岳

岩手山

駒ヶ岳

西岳七時雨山

姫神山

早池峰山

宮城県

岩手県

花巻市

北上市

奥州市

一関市

登米市

石巻市

大崎市

北
上
高
地

奥
羽
山
脈

館坂橋地点
（河口から約189km）

四十四田ダム
（河口から約196km）

孤禅寺地点
（河口から約78km）
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１．１．３３ 四十四田ダムの概要四十四田ダムの概要

河川名：北上川水系北上川
位 置：岩手県盛岡市下厨川

河川名：北上川水系北上川
位 置：岩手県盛岡市下厨川

洪水調節

発 電

《諸元》
形 式 ：重力式コンクリート

・アース複合ダム
ダムの高さ ：50.0m
ダムの長さ ：480.0m
流域面積 ：1,196km2

湛水面積 ：3.9km2

総貯水容量：47,100千m3

管理開始：昭和43年【42年経過】

《ダムの目的》

貯水池容量配分図

堤頂EL=174.0m

サーチャージ水位EL=171.0m

サーチャージ容量3,800千m3洪水調節容量33,900千m3

　（洪水期7月1日から9月30日まで）

洪水期制限水位EL=159.0m

洪水期利水発電1,600千m3

　（発 電1,600千m3）

常時満水位EL=170.0m

非洪水期利水容量31,700千m3

　（発 電31,700千m3）

最低水位EL=158.0m

堆砂容量11,600千m3

基礎地盤EL=124.0m

有効貯水容量
35,500千m3

総貯水容量
47,100千m3

堤頂 EL=174.0m

サーチャージ水位 EL=171.0m

洪水調節容量33,900千m3

（洪水期7月1日から9月30日まで）

洪水期制限水位 EL=159.0m

洪水期利水容量 1,600千m3

（発 電 1,600千m3）

最低水位 EL=158.0m

堆砂容量 11,600千m3

サーチャージ容量 3,800千m3

常時満水位 EL=170.0m

非洪水期利水容量 31,700千m3

（発 電 31,700千m3）

基礎地盤 EL=124.0m

有効貯水容量
35,500千m3

総貯水容量
47,100千m3



7

１．１．４４ 四十四田ダムの特徴四十四田ダムの特徴

都市近郊における水辺活動の拠点

盛岡市の近郊という立地条件を活かし、南部片富士の景
観スポット、釣りや散策などの身近な水辺空間として、
また、北上川における水辺の活動拠点として重要な役割
を果たしている。

都市近郊における水辺活動の拠点

盛岡市の近郊という立地条件を活かし、南部片富士の景
観スポット、釣りや散策などの身近な水辺空間として、
また、北上川における水辺の活動拠点として重要な役割
を果たしている。

北上川における洪水防御の一翼

ダム下流の盛岡市街地等の洪水防御に重要な役割を果た
している。

北上川における洪水防御の一翼

ダム下流の盛岡市街地等の洪水防御に重要な役割を果た
している。

清流の再生に向けた環境改善

北上川は、旧松尾鉱山の強酸性水により、昭和40年代後
半には「死の川」と化していたが、坑廃水処理事業の実
施及び四十四田ダムの建設により、水質が大きく改善さ
れ、かつての清流を取り戻してきている。

清流の再生に向けた環境改善

北上川は、旧松尾鉱山の強酸性水により、昭和40年代後
半には「死の川」と化していたが、坑廃水処理事業の実
施及び四十四田ダムの建設により、水質が大きく改善さ
れ、かつての清流を取り戻してきている。
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２．洪水調節２．洪水調節

＜管理方針＞

◆盛岡市街地を浸水被害から守ることに主眼を置いて、

御所ダムとの連携を考慮しながら、適正な洪水調節を

実施。

◆いつでも適正な洪水調節が可能となるように、リアル

タイムで貯水位、流入量、放流量を監視。
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２．１ 洪水調節計画の概要

四十四田ダムの洪水調節計画
狐禅寺（一関）地点における基本高水流量13,600m3/sをダム群及び遊水地に
より8,500m3/sに低減するため、四十四田ダム地点における基本高水流量
1,350m3/sを700m3/sに調節する。

四十四田ダムの洪水調節計画
狐禅寺（一関）地点における基本高水流量13,600m3/sをダム群及び遊水地に
より8,500m3/sに低減するため、四十四田ダム地点における基本高水流量
1,350m3/sを700m3/sに調節する。

◆四十四田ダムの洪水調節図

洪水時満水位EL=171.0m

洪水期制限水位EL=159.0m

クレストゲート ： ３門

オリフィスゲート ： ２門

洪水調節容量洪水調節容量

33,90033,900千千mm33

■基本高水流量 1,350m3/s

■最大計画放流量 700m3/s

■調節流量 650m3/s
■洪水調節容量 洪水期 33,900千m3

非洪水期 3,800千m3 

↑
流量
（m3/s）

流入量

2,000

1,500

1,000

500

時間 →

放流量

Qmax=1,350m3/s

qmax=700m3/s

400m3/s

0 10 20 30 40 50

16.5
時間 →

33.5

↑
流量
（m3/s）

流入量

2,000

1,500

1,000

500

時間 →

放流量

Qmax=1,350m3/s

qmax=700m3/s

↑
流量
（m3/s）

流入量

2,000

1,500

1,000

500

時間 →

放流量

Qmax=1,350m3/s

qmax=700m3/s

400m3/s

0 10 20 30 40 50

16.5
時間 →

33.5

放流方式：定率定量放流方式
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２．２２．２ ダム操作ダム操作実績実績

洪水調節は、管理開始（昭和44年）から平成21年の42年間に、29回実施。
洪水調節は、7月～10月に集中。
平成19年9月17日洪水において、既往最大となる966m3/sの流入量を記録。
近年5ヵ年の放流延日数は、38日/年、放流延回数は8.4回/年。

洪水調節は、管理開始（昭和44年）から平成21年の42年間に、29回実施。
洪水調節は、7月～10月に集中。
平成19年9月17日洪水において、既往最大となる966m3/sの流入量を記録。
近年5ヵ年の放流延日数は、38日/年、放流延回数は8.4回/年。

既往最大洪水(9月17日)：流入量966m3/s

近年5ヵ年

洪水規模別発生頻度
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２．３２．３ 洪水調節効果（洪水調節効果（11）） 平成１９年９月1７日洪水

H19.9.17洪水の特徴
日本海から東北付近に停滞した前線に、
台風11号周辺の暖かく湿った空気が流れ
込んだため、前線の活動が活発となり東
北北部を中心に記録的な大雨となった。

その影響で、流入量は17日11時より増加
し始め、17日22時30分にはダム管理開始
以降既往最大となる、最大流入量966m３/s
を記録する洪水となった。

四十四田ダム流域では…
流域平均総降雨量 181.0mm
最大流入量 966m3/s

四十四田ダム

等雨量線図
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ダム流入量（実績）

ダム放流量(実績)

ダム放流量（現行洪水調節ルール）

ダム貯水位

最高貯水位  164.72m

最大流入量（22：30）

 966m3/s

常時満水位：170m

洪水制限水位：159m

409m3/sカット

（ピーク流量時の約4割）

最大流入時放流量

557m3/s

最大放流量  574m3/s

0
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40

50

雨
量
(m
m
)

0

100

200

300

累
加
雨
量
(m
m
)ダム流域 時間雨量

ダム流域 累加雨量

16：50濃霧注意報

2：43大雨雷洪水濃霧注意報

5：22大雨洪水警報
1：48雷注意報解除

13：38大雨洪水注意報、濃霧注意報解除

警戒体制　  　　　　　                              　　　　解除

注意体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                 　　9/23 12:00解除

非常体制　　　                解除
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２．３２．３ 洪水調節効果（洪水調節効果（22）） 平成１９年９月1７日洪水

平成１９年９月1７日洪水では、ピーク流入量966m3/sを557m3/sに
低減。409m3/sの洪水調節を実施。
平成１９年９月1７日洪水では、ピーク流入量966m3/sを557m3/sに
低減。409m3/sの洪水調節を実施。

既往最大の洪水
ダムの貯水位とダム
下流の水位状況を考
慮し、放流量を抑制
（オーバーカット）
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洪水調節開始流量

最大放流量

0

500

1000

1500

2000

2500

9/17 0時 9/17 12時 9/18 0時 9/18 12時 9/19 0時 9/19 12時 9/20 0時

流
量
(m
3/
s
)

ダム流入量（実績）

ダム放流量（実績）

ダム放流量（現行洪水調節ルール）

注意体制
〔4時30分〕

洪水警戒体制
〔8時8分〕

非常体制〔16時過ぎ〕

「ただし書き操作」の伺い申請〔19時44分〕
局長より承認される〔20時23分〕

ただし書き操作の必要なしと判断〔0時過ぎ〕

注意体制〔11時00分〕

【操作状況】

9月17日

4時30分 御所
注意体制

6時00分 四十四田
注意体制

8時8分 御所
洪水警戒体制

15時50分 四十四田
洪水警戒体制

16時00分 御所
非常体制

19時44分 御所
「ただし書き操作」の
伺い申請

20時23分 御所
局長より承認

9月18日
0時00分 御所
ただし書き操作必要
なしと判断

0時付近 四十四田
絞り込み操作開始

11時00分 御所
注意体制

※明治橋の流量算出方法
・四十四田ダム及び御所ダムの放流量は実績ダム放流量及び現行の洪水調節ルール放流量を設定
・ダム下流残流域の流出量は両ケースとも実績洪水でのシミュレーション結果を設定

盛岡市を始めとしたダム下流域の氾濫被害の低減を目的に、下流が氾
濫していて、ダム容量に空きがある場合に連携操作を実施。
平成１９年９月1７日洪水では、関係機関との調整を行いながら、御所ダ
ムとの連携操作を実施し、下流地点において早期に水位低減効果を発揮。

盛岡市を始めとしたダム下流域の氾濫被害の低減を目的に、下流が氾
濫していて、ダム容量に空きがある場合に連携操作を実施。
平成１９年９月1７日洪水では、関係機関との調整を行いながら、御所ダ
ムとの連携操作を実施し、下流地点において早期に水位低減効果を発揮。

２．３２．３ 洪水調節効果（３）洪水調節効果（３） 平成１９年９月1７日洪水
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流
量
(m
3
/
s
)

ダム流入量（実績）

ダム放流量（実績）

ダム放流量（現行洪水調節ルール）

洪水注意報

〔2時43分〕

注意体制

〔6時〕

洪水警戒体制〔15時50分〕

絞り込み操作は降雨が
ほぼない状態となって
から実施している

絞り込み操作開始
〔0時付近〕

【四十四田ダム】

水防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位
はん濫危険水位

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

9/17 0時 9/17 12時 9/18 0時 9/18 12時 9/19 0時 9/19 12時 9/20 0時

明
治
橋
地
点
水
位
(m
)

実績ダム放流量による明治橋水位

洪水調節ルールによる明治橋水位

早期に水位低減効果
を発揮

【御所ダム】
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２．３ 洪水調節効果（４） 平成１９年９月1７日洪水

■ダムの洪水調節により、館坂橋地点でピーク時の水位を約0.6ｍ低減。■ダムの洪水調節により、館坂橋地点でピーク時の水位を約0.6ｍ低減。

北上川に対する洪水調節効果

四十四田ダム 館坂橋地点

ダム
が無
かっ
た時
に想
定さ
れる
水位

ダムによる水位低減効果約0.6m

ダム
調節
後の
水位

約0
.6m



15

２．３ 洪水調節効果（５）

雫石川雫石川
中津川中津川

北上川北上川

明治橋明治橋

盛岡駅盛岡駅

一部では水防活動により一部では水防活動により
浸水被害を軽減浸水被害を軽減

平成19年9月17日洪水において
治水事業を行っていない場合の浸水想定区域
平成19年9月17日洪水において
治水事業を行っていない場合の浸水想定区域

盛岡市中心部の浸水低減効果

盛岡市の場合
浸水面積
(ha)

浸水家屋
（戸）

H19.9.17洪水（実績※1） 65 2

ダムや堤防が無かった場合※2 530 7,200

治水事業の効果 465 7,198

四十四田ダムでは、ダム完成後最大の流入量
を記録した。
しかしながら、下流の盛岡市街地では北上川
のはん濫による浸水被害は発生していない。

※１ 実績は平成19年12月末現在の集計値

(北上川の外水による被害)

※２ 平成19年9月17日洪水の氾濫シミュ
レーション結果による推定値

■平成１９年９月１７日洪水

上表出典：北上川上流水害写真集
（H20.3 国交省岩手河川国道事務所）
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２．３ 洪水調節効果（６） 平成１９年９月1７日洪水

観測所名
実績最高
水位

ダム無し
最高水位

ダムの洪水
調節による
低減量

計画高水位 備考

館坂橋 2.88m 3.51m 0.63m 3.526m 四十四田ダム

明治橋 2.54m 4.86m 2.32m 4.257m 四十四田ダム
御所ダム

紫波橋 5.37m 7.35m 1.98m 5.517m 四十四田ダム
御所ダム

朝日橋 5.79m 6.68m 0.89m 7.604m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム

男山 5.40m 6.95m 1.55m 6.280m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム

桜木橋 5.65m 7.07m 1.42m 7.146m

四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム
石淵ダム

一関
遊水地

四十四田ダム

一関
遊水地

男山

館坂橋

平成19年９月17日～18日の洪水の際、北上川の５ダ
ムが無かった場合の水位を算定すると、各地点にお
いて大きな水位低減効果があったと推定される。

平成19年９月17日～18日の洪水の際、北上川の５ダ
ムが無かった場合の水位を算定すると、各地点にお
いて大きな水位低減効果があったと推定される。

北上川上流域（岩手県内）では

約約3,0903,090億円億円※※の被害軽減効果！
※ 出典：H19.10.11記者発表資料（国交省岩手河川国道事務所）
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２．４ 流木処理

流木回収状況

H19.9.17洪水流木貯留状況

流木による下流域での橋や護岸の破損など二次的被害の軽減に貢献。
回収した流木等の一部を、ペレット等に再資源化することで社会に貢献。
処理費用として年間約2,600万円。最も多かったH16年で約1.1億円。

流木による下流域での橋や護岸の破損など二次的被害の軽減に貢献。
回収した流木等の一部を、ペレット等に再資源化することで社会に貢献。
処理費用として年間約2,600万円。最も多かったH16年で約1.1億円。

0
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）

処理量（m3)

1,286
1,094

2,363

220

7,346

160

556

3,785

278
572
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２．５ 洪水調節の評価

・下流域における洪水被害軽減のため、近傍の御所ダムとの連携、流

出予測精度の向上を図り、迅速かつ的確な洪水調節操作に努める。

・管理開始（S44年）から平成21年までの42年間に洪水調節を29回実施。
・平成19年9月17～18日洪水では、ダム地点においてピーク流入量を

409m3/s低減。
・平成19年9月洪水では、館坂橋地点でピーク水位を約0.6m低減させる
とともに、御所ダムや堤防等の治水事業とあわせて、盛岡市中心部で
の氾濫による浸水被害発生を防止。
・現在、御所ダムとの連携操作の判断や設定方法について、委員会にお
いて検討中。
・流木処理 → 下流への安全性確保、再利用などの副次的効果

・四十四田ダムを含む五大ダムが一体となって、洪水調節による被害軽減

効果を発揮していると評価できる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



３．利水補給３．利水補給

＜管理方針＞

◆安定した発電用水の取水を可能にするため、利水補給

について計画的な運用を実施するとともに、関係利水

者との調整を実施。

◆いつでも適正な利水補給運用が可能となるように、リ

アルタイムで貯水位、流入量、放流量を監視。
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３．１３．１ 利水補給計画の概要利水補給計画の概要

＜発電用水＞

・四十四田発電所において、
ダムから常時17.7m3/s、
最大55.0 m3/sを取水し、
常時2,800kW
最大15,100kW  を発電。

四十四田発電所

四十四田ダム
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145

150

155

160

165

170

175

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

貯
水
位
(E
L
.m
)

貯水池水位

平成17年貯水位 平成18年貯水位

平成19年貯水位 平成20年貯水位

平成21年貯水位

▽常時満水位 EL. 170.0m

▽制限水位 EL. 159.0m
▽最低水位 EL. 158.0m

洪水期(7/1～9/30)
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３．２３．２ 貯水池運用状況貯水池運用状況

◆四十四田ダム貯水位運用曲線

平成19年9月17日洪水

貯水位の管理は、ほぼ計画どおりに運用されている。貯水位の管理は、ほぼ計画どおりに運用されている。
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３．３３．３ 利水補給実績（発電実績）利水補給実績（発電実績）

至近10ヶ年での平均発生電力量は、約7万MWh/年で推移。

平成21年における発生電力量（約6万MWh）を供給可能世帯数に換算すると、約１万１
千世帯となり、一般家庭が支払った電気料金＊に換算すると、約16億円となる。
＊電気料金（16億円）＝一世帯あたり年額電気料金（14.7万円/世帯※1）×電力供給可能世帯数（約1万1千世帯）

電力供給可能世帯数＝年間発生電力量（約６万MWh）/一世帯あたりの年間使用電力量（5.7MWh/世帯※2 ）

※1 一般家庭の月額電気料金（東北電力HPより）より算定 ※2 岩手県全体の年間使用電力量と世帯総数より算定

水力発電によるCO2排出量は石油火力発電の1/67、石炭火力発電の1/89となる。

至近10ヶ年での平均発生電力量は、約7万MWh/年で推移。

平成21年における発生電力量（約6万MWh）を供給可能世帯数に換算すると、約１万１
千世帯となり、一般家庭が支払った電気料金＊に換算すると、約16億円となる。
＊電気料金（16億円）＝一世帯あたり年額電気料金（14.7万円/世帯※1）×電力供給可能世帯数（約1万1千世帯）

電力供給可能世帯数＝年間発生電力量（約６万MWh）/一世帯あたりの年間使用電力量（5.7MWh/世帯※2 ）

※1 一般家庭の月額電気料金（東北電力HPより）より算定 ※2 岩手県全体の年間使用電力量と世帯総数より算定

水力発電によるCO2排出量は石油火力発電の1/67、石炭火力発電の1/89となる。

◆発生電力量の推移

一般家庭の電気料金
換算で、約16億円に
相当 (H21) 766 

51,693 

67,925 

0 20,000 40,000 60,000 80,000 

水力

石油

石炭

二酸化炭素排出量(t･CO2/年)

◆発電に伴う二酸化炭素排出量

※発電量は至近10ヶ年での平均
発生電力量約7.0万MWh
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３．４３．４ 利水補給の評価利水補給の評価

安定した取水を可能にするため、今後も利水補給での適正な運用を継続
する。

・四十四田ダムの水は、発電を目的として有効活用されている。

・平成21年の年間発生電力量は、約6万MWhとなっている。

・これは、盛岡市の年間電力量の約9％に相当する。

・ 四十四田ダムは、発電用水の水源として、利水補給の効果を発揮してい

ると評価できる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



４．堆砂４．堆砂

＜管理方針＞

◆計画を大幅に上回る堆砂が発生しているため、これま

でその対策について検討してきた。その結果を受けて、

貯砂ダムによる対策に取り組む。

◆堆砂の推移を監視するため、継続的に堆砂測量を実施

するとともに、堆砂物の性状も継続的に調査する。
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４．１４．１ 堆砂状況堆砂状況

計画堆砂年 経過年数 計画堆砂容量(千m3) H21総堆砂量(千m3) 堆砂率

100 42 11,600 9,891 85.3%

管理開始から42年が経過し、堆砂率は85.3％となっている。
管理初期における旧松尾鉱山の中和生成物の大量流入が影響。
近年５ヶ年は、概ね計画以下の堆砂量で推移。

管理開始から42年が経過し、堆砂率は85.3％となっている。
管理初期における旧松尾鉱山の中和生成物の大量流入が影響。
近年５ヶ年は、概ね計画以下の堆砂量で推移。
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2626

４．２４．２ 堆砂対策の状況①（堆砂対策の検討経緯）堆砂対策の状況①（堆砂対策の検討経緯）

四十四田ダムでは、管理開始直後から堆砂が進行し、その課題に対して昭和61～62
年にかけて「堆砂及び水質問題検討委員会」を開催し、技術的検討を実施。

さらに、平成18年度か
らは、「四十四田ダム
貯水池堆砂対策検討委
員会・技術検討会」を
開催し、具体的な堆砂
対策を検討。

平成９年度から総合的
な堆砂対策の検討を開
始。

経過観察の結論を経て、
その後、貯水池内の底
泥のモニタリングを実
施。

方針：経過観察を行い、貯水池内には手をつけない
（過去に堆積したダム湖内の堆積物にはヒ素が含まれている）

区 分 氏 名 所 属

学識経験者

平山 健一（委員長）
(独)科学技術振興機構
イノベーションサテライト岩手館長

石川 忠晴 東京工業大学大学院 教授

海田 輝之 岩手大学工学部 教授

堺 茂樹 岩手大学工学部 教授

千葉 啓子 岩手県立大学盛岡短期大学部 准教授

研究機関

鈴木 穣
土木研究所水循環研究グループ
水質チーム 上席研究員

箱石 憲昭
土木研究所水工研究グループ
河川・ダム水理チーム 上席研究員

◆四十四田ダム貯水池堆砂対策検討委員会委員
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４．２４．２ 堆砂対策の状況堆砂対策の状況②②

出水時においても、深部に堆積している高濃度のヒ素を巻き上げる可能性は低いため、貯水
池内の堆砂は掘削せずに存置する。ただし、今後も長期的にモニタリングを継続する。

「四十四田ダム貯水池堆砂対策検討委員会」からの提言（概要）

（１）質的課題について

堆砂の進行によりダムの安全度は低下。住民が安心できるよう、早急に対策を実施し、ダム
機能の確保を図ることが重要。

地山掘削や利水容量活用などの現在不足している治水容量を確保する対策と、貯砂ダムなど
の今後の堆砂を抑制する対策について、対策の時期、効果、経済的視点などを総合的に判断
し、ハード・ソフトを含めた対策の検討を進める。

対策実施後も、質的・量的監視を継続し、適切な時期に適切な対応を行うことが必要。

（２）量的課題について

平成21年2月27日

ハード対策：貯砂ダム建設事業に着手

ソフト対策：治水安全度向上方策への取り組み
※北上川ダム統合管理検討委員会（平成21年設置；委員長岩手大学
工学部教授 海田輝之)で検討中

◆ただし書き操作（開始水位の見直し）
◆事前放流操作
◆御所ダムとの連携操作
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４．３４．３ 貯水池底泥の状況（ヒ素の状況）貯水池底泥の状況（ヒ素の状況）

高濃度の土砂は深層部に封じ込められている。表層の土砂の濃度は低い。
近年の表層の土砂の濃度は、概ね低い状況のままで推移。

高濃度の土砂は深層部に封じ込められている。表層の土砂の濃度は低い。
近年の表層の土砂の濃度は、概ね低い状況のままで推移。

◆ダム湖ヒ素濃度縦断図（H21)
ダムサイト 岩姫橋

◆岩姫橋地点底泥ヒ素濃度の推移

※H4のデータの一部に異常値と判断されるものがあったため、このグラフではそれを除外している

（土壌汚染対策法における特定有害物質基準の含有量基準）

褐色粘性土；As濃度が高い部分はFe濃度も同様に高く、
その酸化作用を受けて褐色化している

※平成21年度は、図中の６地点で湖底堆積物のシ
ンウォールサンプリングを行い、1ｍ深度毎に土
質試験と化学分析を実施。
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４．４４．４ 堆砂状況の評価堆砂状況の評価

・貯砂ダムなどのハード対策、治水安全度向上のためのソフト対策による効
果の早期発現に向け、対策への積極的な取り組みを進めていく。

・運用開始後42年間における堆砂率は約85.3%で、計画堆砂容量に近づき
つつある。

・これまで、総合的に堆砂対策の検討を実施してきており、地山掘削や貯
砂ダム設置などのハード対策及びソフト対策（治水安全度向上方策）が提
言されている。

・この提言を受け、貯砂ダム事業に着手するとともに、ただし書き操作、事
前放流操作などのソフト対策にも取り組んでいる。

・四十四田ダムでは、計画を上回る堆砂の進行により、堆砂量が計画堆砂
容量に達しつつあるため、対策の早期進捗が必要となっている。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



５．水質５．水質

＜管理方針＞

◆流入河川・ダム湖・下流河川の、水質の異常の有無を

確認するため、継続的にモニタリングする。

◆水質事故等が発生した場合は、ただちに適切な対応を

実施する。
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５．１５．１ 水質類型指定、及び測定状況水質類型指定、及び測定状況

四十四田ダム

（貯水池）

湖沼Ａ類型、湖
沼Ⅲ類型（リン）

流入河川 河川A類型

下流河川 河川Ａ類型

水質調査地点と環境基準指定状況類型指定状況

四十四田ダム

（貯水池）
貯水池

流入河川
船田橋

（北上川）

下流河川

ダム下流；

四十四田橋
（北上川）

※下流の南大橋に環境基準点

定期水質調査地点

凡例
● 流入河川
● ダム貯水池
● 下流河川
● 環境基準点
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５．２５．２ 流入・下流河川の水質の推移流入・下流河川の水質の推移

T-P（平均値）
流入河川は0.04～0.08mg/ℓ、
下流河川は0.01～0.03mg/ℓで
概ね推移
近年はやや増加傾向

DO（平均値）
環境基準に適合
ほぼ横ばいで推移

T-N（平均値）
概ね1.0～1.5mg/ℓで推移
近年はやや減少傾向
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やや環境基準を超えている
が、ほぼ横ばいで推移
糞便性が確認されているが、
海水浴場等の基準は概ねク
リアしている（水浴可・水質C）

BOD（75％値）
ほぼ環境基準に適合
近年は横ばいで推移
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0.4mg/ℓ以下（参考値；湖沼Ⅲ類型）

0.03mg/ℓ以下（参考値；湖沼Ⅲ類型）
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５．３５．３ 貯水池の水質の推移貯水池の水質の推移

T-P（平均値）
年により変動があるが、ほぼ
環境基準に適合
ほぼ増加傾向で推移

COD（75％値）
ほぼ環境基準に適合
近年はやや増加傾向

DO（平均値）
環境基準に適合
ほぼ横ばいで推移

T-N （平均値）
概ね0.8～1.4mg/ℓで推移
ほぼ横ばいで推移

環境基準類型指定(湖沼)：A･Ⅲ類型

7.5mg/ℓ以上

3mg/ℓ以下

1000MPN/100mℓ以下

0.03mg/ℓ以下

大腸菌群数（平均値）

近年はほぼ環境基準付近にあ
り、横ばいで推移
糞便性が確認されているが、
海水浴場等の基準は概ねクリ
アしている（水浴可・水質B）

0.4mg/ℓ以下（参考値；湖沼Ⅲ類型）
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５．４５．４ 坑廃水処理事業による坑廃水処理事業によるpHpHの改善状況の改善状況

中和処理対策実施後、河川におけるpHは急速に改善し、昭和57年には船
田橋で目標改善レベルのpH6.5を達成し、現在まで継続している。

◆河川水質(pH)の改善状況

昭和40年代後半、北上川では、旧松尾鉱山からの大量の強酸性水の流
入による汚染で、魚も住めない「死の川」と化していた。

昭和47年より、当時の建設省が暫定中和処理を実施。
さらに、昭和56年には、岩手県が恒久対策として新中和処理施設を建設し、
365日・24時間、坑廃水の中和処理を実施。
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５．５．５５ ヒ素のヒ素の状況状況

◆流入・下流河川のヒ素の状況

過去に堆積したダム湖内の堆積物には、ヒ素が含まれているが、ヒ素が高濃
度の土砂は深層部に封じ込められている。表層の土砂の濃度は低い。
流入・下流河川、貯水池の水質において、ヒ素はほとんど検出されていない。
ダム湖内の堆積物からのヒ素の溶出もほとんどないものと推測される。

過去に堆積したダム湖内の堆積物には、ヒ素が含まれているが、ヒ素が高濃
度の土砂は深層部に封じ込められている。表層の土砂の濃度は低い。
流入・下流河川、貯水池の水質において、ヒ素はほとんど検出されていない。
ダム湖内の堆積物からのヒ素の溶出もほとんどないものと推測される。

◆貯水池のヒ素の状況

環境基準；0.01mg/L以下（人の健康の保護に関する環境基準）

環境基準；0.01mg/L以下（人の健康の保護に関する環境基準）

注）「ダム下流」では、平成12年度～20年度はヒ素の観測は実施していない
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５．５．６６ 水質の評価水質の評価

・引き続き、流入・下流河川、貯水池の水質状況について監視するとともに、
貯水池内及び下流河川の良好な水質の維持に努める。

・流入・下流河川及び貯水池においては、大腸菌群数を除けば、他の項目

はほぼ環境基準を達成し、概ね横ばいで推移している。

・冷濁水障害や富栄養化などの水質現象は生じていない。

・中和処理対策により、ダム湖上流の船田橋地点のpHは、年間平均値で
約4から6.5以上へと改善されている。

・環境基準の達成率が低い大腸菌群数を除けば、特に問題となる事象はな

く、現時点では問題のない水質であると評価できる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



６．生物６．生物

＜管理方針＞

◆ダム湖及びその周辺、流入河川、下流河川の環境の変

化を継続的にモニタリングする。
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６．１６．１ ダム湖及び周辺環境の特徴ダム湖及び周辺環境の特徴

区 分 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

魚介類 ●

底生動物 ●

動植物プランクトン ○ ●

植 物 ○ ●

鳥 類 ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ●

陸上昆虫類 ●

(河川環境基図作成調査) ●

「河川水辺の国勢調査」実施状況

※●は今回の定期報告書のとりまとめで対象とした調査結果
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６．１６．１ ダム湖及び周辺環境の特徴（植物）ダム湖及び周辺環境の特徴（植物）

確認種 アカマツ、コナラ、タチヤナギ、ミズバショウ、オ
オクマザサ、ミズドクサ、エゾミソハギ等：756種

重要種 ヤワラシダ、ノダイオウ、ミチノクフクジュソウ、
コウモリカズラ、ヤマシャクヤク等：28種

特定外来生物 アレチウリ、オオハンゴンソウ：2種

植物（H21）

流域には十和田八幡平国立公園、外山早坂県立公園が広がり、良好な自然に囲まれている。
植生：岩手県の平野部で一般的に見られる種が多く確認されている。

ダム湖周辺はコナラ群落、アカマツ群落などが多く見られ、常時満水位付近にはクロバナエ
ンジュ群落、水位低下時に出現する陸地部にはイガオナモミ群落などが分布している。

植物の重要種：28種確認。特定外来生物：アレチウリとオオハンゴンソウの２種を確認。
前回調査と比較すると、生育種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

流域には十和田八幡平国立公園、外山早坂県立公園が広がり、良好な自然に囲まれている。
植生：岩手県の平野部で一般的に見られる種が多く確認されている。

ダム湖周辺はコナラ群落、アカマツ群落などが多く見られ、常時満水位付近にはクロバナエ
ンジュ群落、水位低下時に出現する陸地部にはイガオナモミ群落などが分布している。

植物の重要種：28種確認。特定外来生物：アレチウリとオオハンゴンソウの２種を確認。
前回調査と比較すると、生育種の構成や特徴に大きな変化はみられない。
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６．２６．２ ダム湖及び周辺の生物（陸上動物）ダム湖及び周辺の生物（陸上動物）

鳥類：ダム湖内は、カイツブリ科、カモ科などが生息場所、越冬場所として利用している。
流入河川ではヤマセミ、カワセミ、カワガラスなどの渓流性種が確認されている。

両生類：ダム湖岸近くでは、トウホクサンショウウオ、ヤマアカガエルなど5種が確認され
ている。

陸上昆虫類：トンボ類では、止水環境を主な生息地とするアオイトトンボなど14種、流水
環境を主な生息地とするカワトンボ、ダビドサナエなど6種が確認された。
チョウ類では、樹林性のオオムラサキなど36種、草地性のルリシジミなど
26種が確認された。

重要種：鳥類28種、両生・爬虫・哺乳類3種、陸上昆虫類10種が確認された。
特定外来生物：確認されていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

鳥類：ダム湖内は、カイツブリ科、カモ科などが生息場所、越冬場所として利用している。
流入河川ではヤマセミ、カワセミ、カワガラスなどの渓流性種が確認されている。

両生類：ダム湖岸近くでは、トウホクサンショウウオ、ヤマアカガエルなど5種が確認され
ている。

陸上昆虫類：トンボ類では、止水環境を主な生息地とするアオイトトンボなど14種、流水
環境を主な生息地とするカワトンボ、ダビドサナエなど6種が確認された。
チョウ類では、樹林性のオオムラサキなど36種、草地性のルリシジミなど
26種が確認された。

重要種：鳥類28種、両生・爬虫・哺乳類3種、陸上昆虫類10種が確認された。
特定外来生物：確認されていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

確認種 重要種 特定外来生物

鳥類
（H14）
前回報告

カイツブリ、オシドリ、マガモ、カワアイサ、
ミサゴ、オオタカ、ノスリ、ヤマセミ、カワセ
ミ、アオゲラ、ヤマガラ、アオジ等：115種

オシドリ、カワアイサ、ミサゴ、ハチク
マ、オジロワシ、オオタカ、ヨタカ、ヤ
マセミ、サンショウクイ等：28種

確認無し

両生・爬
虫・哺乳
類（H17）

タゴガエル、トウキョウダルマガエル、ジ
ムグリ、アオダイショウ、マムシ、ジネズミ、
ニホンリス、ムササビ、カモシカ等：28種

トウホクサンショウウオ、トウキョウ
ダルマガエル、カモシカ：3種

確認無し

陸上
昆虫類
（H16）

クロイトトンボ、ミミズク、ホソバトビケラ、
ミヤマセセリ、コムラサキ、ウスアオシャク、
クロオサムシ、トビイロケアリ等：1560種

コオイムシ、オオチャバネセセリ、ス
ジグロチャバネセセリ、オオムラサ
キ、シマケシゲンゴロウ：10種

確認無し
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６．３６．３ ダム湖及び周辺の生物（水生動物）ダム湖及び周辺の生物（水生動物）

魚類：ダム湖では止水性魚類のコイ、ホンモロコなどや、回遊性魚類のウグイ、ウキゴリなどが確
認された。流入河川ではスナヤツメなどの分布が限られた種、主な生息環境が砂底である
カマツカ、シマドジョウなどが確認された。下流河川では砂礫を利用するアブラハヤ、アユな
ど、浮き石を利用するトウヨシノボリなどが確認された。

底生動物：ダム湖では止水環境を好むイトミミズ科など、流入河川ではシマトビケラ科など、下流
河川ではマダラカゲロウ科など、広く河川に分布している種が優占している。

重要種：魚類は4種、底生動物は3種確認された。
特定外来生物：オオクチバスが確認された。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

魚類：ダム湖では止水性魚類のコイ、ホンモロコなどや、回遊性魚類のウグイ、ウキゴリなどが確
認された。流入河川ではスナヤツメなどの分布が限られた種、主な生息環境が砂底である
カマツカ、シマドジョウなどが確認された。下流河川では砂礫を利用するアブラハヤ、アユな
ど、浮き石を利用するトウヨシノボリなどが確認された。

底生動物：ダム湖では止水環境を好むイトミミズ科など、流入河川ではシマトビケラ科など、下流
河川ではマダラカゲロウ科など、広く河川に分布している種が優占している。

重要種：魚類は4種、底生動物は3種確認された。
特定外来生物：オオクチバスが確認された。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

分類群 確認種

ダム
湖内

魚類（H18） コイ、ホンモロコ、オイカワ、ウグイ、ニゴイ、ウキゴリ等：12種

底生動物（H19） イトミミズ科、ユスリカ科等：94種

流入
河川

魚類（H18） スナヤツメ、タナゴ、アブラハヤ、カマツカ、シマドジョウ、ヤマメ等：12種

底生動物（H19） シマトビケラ科、コカゲロウ科、ユスリカ科、マダラカゲロウ科等：238種

下流
河川

魚類（H18） タナゴ、アブラハヤ、カマツカ、アユ、ヤマメ、トウヨシノボリ等：12種

底生動物（H19） シマトビケラ科、マダラカゲロウ科、ユスリカ科、イトミミズ科等：138種

重要種 特定外来生物

魚類 スナヤツメ、タナゴ、ギバチ、ハナカジカ：4種 オオクチバス

底生動物 モノアラガイ、コオイムシ、ゲンジボタル：3種 確認無し

＜重要種および特定外来生物＞
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６．６．４４ 外来種対策外来種対策

◆捕獲カゴ

オオクチバスを平成13年より経年的に確認。オオクチバスは魚食性が強く、在来魚へ
の食害が懸念される。
オオクチバスについては、捕獲や釣り人への啓蒙（看板設置、チラシ配布等）などの
対策を実施。
なお、平成22年度から電気ショッカーによる捕獲試験を実施。来年度も捕獲試験を継
続し、その結果も踏まえて効果的な駆除方法の検討を進める。

オオクチバスを平成13年より経年的に確認。オオクチバスは魚食性が強く、在来魚へ
の食害が懸念される。
オオクチバスについては、捕獲や釣り人への啓蒙（看板設置、チラシ配布等）などの
対策を実施。
なお、平成22年度から電気ショッカーによる捕獲試験を実施。来年度も捕獲試験を継
続し、その結果も踏まえて効果的な駆除方法の検討を進める。

◆電気ショッカーによる捕獲試験
（オオクチバスが浅瀬に集まる５～７月に実施）

◆啓蒙用チラシ、看板

【捕獲したオオクチバス】
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６．６．５５ 生物の評価生物の評価

・生物の生息・生育状況を把握していくとともに、良好な自然環境の保全に努める。

・また、特定外来生物の動向に注意するとともに、ダム湖及びその周辺環境の把握

に努めていく。

・特に、オオクチバスについては、引き続き駆除対策等を進めていく。

・ダム湖の出現に伴い、止水域を生息環境とする生物が継続的に確認されている。

・平成18年の調査では、ダム湖内、下流河川において特定外来生物のオオクチバス
が確認されている。

・オオクチバスについては、駆除対策等を実施（平成22年度から電気ショッカーによ
る捕獲試験を実施）。

・前回調査と比較すると、全般的に生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

・市街地内に立地するダムではあるが、現在のところ周辺の森林環境の顕著な衰
退は見られないことから、良好な陸域環境が維持されていると評価できる。

・水域環境では、外来種の増加が懸念される。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



７．水源地域動態７．水源地域動態

＜管理方針＞

◆ダム上流及び周辺地域の活性化のため、様々な活動・

取り組みを支援する。

◆現在策定中の水源地域ビジョンに基づく活動への積極

的な取り組みとともに、地域の自主的・積極的な参加

を支援していく。
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７．７．11 水源地域の概況水源地域の概況

四十四田ダムは盛岡市街地に隣接しているが、南部片富士（岩手山）などの美しい
山々を望む緑豊かな地域となっている。

ダム湖の右岸沿川は、国道４号、東北自動車道及びJR東北本線が通過し、ダム周辺
には、主要なICや駅も分布しており、交通上の要衝となっている。
ダム周辺の盛岡市、滝沢村の人口は、これまで増加傾向にあったが、近年はほぼ横
ばいで推移している。

四十四田ダムは盛岡市街地に隣接しているが、南部片富士（岩手山）などの美しい
山々を望む緑豊かな地域となっている。

ダム湖の右岸沿川は、国道４号、東北自動車道及びJR東北本線が通過し、ダム周辺
には、主要なICや駅も分布しており、交通上の要衝となっている。
ダム周辺の盛岡市、滝沢村の人口は、これまで増加傾向にあったが、近年はほぼ横
ばいで推移している。
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７．７．22 ダム周辺施設の整備状況ダム周辺施設の整備状況

四十四田ダムは、盛岡市の松園団地
に隣接し、ダム湖周辺には、「松園
水辺公園」、「柳平水辺公園」など
の公園が整備されている。

ダム湖周辺は、釣りや散策等に広く
利用されている。

四十四田ダムは、盛岡市の松園団地
に隣接し、ダム湖周辺には、「松園
水辺公園」、「柳平水辺公園」など
の公園が整備されている。

ダム湖周辺は、釣りや散策等に広く
利用されている。

柳平水辺公園

松園水辺公園

四十四田ダムサイト
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７．７．33 ダム周辺の利用状況ダム周辺の利用状況

◆ダム周辺の年間利用者数の推移

利用者数は平成21年度は約11万人（速報値）。
平成９年度から減少傾向、平成15年度、平成18年度と横這い、平成21年度は再び
増加。平成21年度の増加は、改築された「キタちゃんダムものしり館」の利用者が調
査対象に含まれたことが考えられる。
ダムに来た目的は散策が概ね6割。利用場所は湖畔が概ね5割。

利用者数は平成21年度は約11万人（速報値）。
平成９年度から減少傾向、平成15年度、平成18年度と横這い、平成21年度は再び
増加。平成21年度の増加は、改築された「キタちゃんダムものしり館」の利用者が調
査対象に含まれたことが考えられる。
ダムに来た目的は散策が概ね6割。利用場所は湖畔が概ね5割。

※年間利用者数は、「河川水辺の国勢調査【ダム湖版】 ダム湖
利用実態調査」による推計値 ； H21年度データは速報値
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７．４７．４ ダム見学者の状況ダム見学者の状況

◆ダム見学者数の推移

四十四田ダムは、ダム見学者が多く、平成21年は約4,400人が四十四田ダ
ムを訪れている。
ダムサイトに、広報施設である『キタちゃんダムものしり館』を設置。
『キタちゃんダムものしり館』は、平成20年度に改築しているが、それまでの
資料館としての機能に加え、５ダムの情報発信の場となる施設を目指して整
備を実施。

四十四田ダムは、ダム見学者が多く、平成21年は約4,400人が四十四田ダ
ムを訪れている。
ダムサイトに、広報施設である『キタちゃんダムものしり館』を設置。
『キタちゃんダムものしり館』は、平成20年度に改築しているが、それまでの
資料館としての機能に加え、５ダムの情報発信の場となる施設を目指して整
備を実施。

キタちゃんダムものしり館※平成20年9月～平成21年3月は旧庁舎解体及び駐車場整備のため休館
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７．５７．５ イベント等の開催状況①イベント等の開催状況①

四十四田ダム（南部片富士湖）周辺では、地域とダム管理者の協力のもと、

「北上川ゴムボート川下り大会」などのイベントが継続実施されている。

四十四田ダム（南部片富士湖）周辺では、地域とダム管理者の協力のもと、

「北上川ゴムボート川下り大会」などのイベントが継続実施されている。

北上川ゴムボート川下り大会

四十四田ダム見学会

四十四田ダム周辺の主なイベント（H21） 開催期日 主催者

四十四田ダム見学会 4/25 北上川ダム統合管理事務所

北上川ゴムボート川下り大会 7/26 北上川ゴムボート川下り実行委員会



昭和52年から毎年7月下旬に開催。国内の
川下り大会では、最大級の参加艇数を誇る。

参加艇数：1168艇（H21）
コース：四十四田ダム～南大橋（約11km）

50

７．５７．５ イベント等の開催状況②イベント等の開催状況②

北上川ゴムボート川下り大会

ダム管理者として、大きな支援をして
いるイベント。

関係機関との調整を図りながら、流
量調整（放流量を大きくする）などの
支援をしている。

ダム管理者として、大きな支援をして
いるイベント。

関係機関との調整を図りながら、流
量調整（放流量を大きくする）などの
支援をしている。

この大会は、平成20
年に「Largest Raft 
Race」のカテゴリー
でギネスブックに正
式登録されている
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７．６７．６ イギリス海岸の出現に向けた取り組みイギリス海岸の出現に向けた取り組み

平成21年9月22日(火)
岩手日日（はなまき，朝刊）

渇水時にしか見られ
ない｢イギリス海岸｣
を、宮沢賢治の命日
に出現させたいとい
う地域の要望を受け
た取り組み。

発電事業者等の関係
機関との調整を図り、
ダムからの放流量を
絞って、川底に沈む
｢イギリス海岸｣を９
月21日に出現させる
試みを平成19年より
実施。

平成21年は、国直轄
ダム（四十四田・御
所・田瀬）に加え、
県営ダム（網取・早
池峰）も参加。川底
の泥岩層が出現し、
多くの観光客が訪れ
た。

渇水時にしか見られ
ない｢イギリス海岸｣
を、宮沢賢治の命日
に出現させたいとい
う地域の要望を受け
た取り組み。

発電事業者等の関係
機関との調整を図り、
ダムからの放流量を
絞って、川底に沈む
｢イギリス海岸｣を９
月21日に出現させる
試みを平成19年より
実施。

平成21年は、国直轄
ダム（四十四田・御
所・田瀬）に加え、
県営ダム（網取・早
池峰）も参加。川底
の泥岩層が出現し、
多くの観光客が訪れ
た。
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７．７７．７ 水源地域ビジョン水源地域ビジョン

名 称 内 容 等
ミニシンポジウム （H21.11） ・基礎講演やビジョン策定再開に向けたワークショップ

第1回策定委員会 （H22.1）

・ワークショップ、ミニシンポジウムでの一般参加者か
らの意見を整理した内容の報告

・ビジョンの今後の進め方
・水源地域の特性と課題

第4回みんなの《四十四田(しあわ
せ)》づくりワークショップ
（H22.3）

・策定委員会での意見を実現化するための意見交換
・ダム湖畔の美化
・伝統芸能（神楽）とのコラボレーション など

◆ビジョンの目標イメージ案

水源地域ビジョンは、平成22年度末を目標に策定が進められている。
※平成23年2月22日の第3回委員会で策定予定である

水源地域ビジョンは、平成22年度末を目標に策定が進められている。
※平成23年2月22日の第3回委員会で策定予定である

◆ビジョン策定に関する動き

基本方針②

つなげる

基本方針③

ひろげる

情報共有

連携拡大
新たな
活動の芽

基本方針①

見つける
①地域資源や水源地域での活動を見つける
②情報共有することで資源や活動をつなげる
③水源地域を愛する心を持つ人の輪をひろげる

【四十四田ダム水源地域の課題】
・ダム流域が広く、地域住民に水源地という認識がない。
・また、水源地域内のつながりがない。
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７．７．８８ 水源地域動態の評価水源地域動態の評価

・水源地域ビジョンの策定及びビジョンに基づく活動に積極的に取り組むと
ともに、地域の自立的・持続的活性化のため、流域住民やNPO等の各種
団体の自主的・積極的な参加を支援していく。

・南部片富士湖周辺には、環境整備事業で整備したダムサイト地区や松
園水辺公園などがあり、多くの市民に利用されている。

・南部片富士湖は、盛岡郊外の身近な市民の水辺として、散策や釣りなど
に利用されている。

・また、ダム直下は、全国ラフティング選手権（北上川ゴムボート川下り大
会）の出発点ともなっており、北上川の水辺の活動拠点ともなっている。

・ダム利用者数は、近年減少傾向にあり、「四十四田ダム水源地域ビジョ
ン」の策定により、一層の地域活性化を図ることが期待される。

・四十四田ダムは、身近な水辺空間として市民から親しまれているが、
地域活性化を図るための地域の自主的な活動も求められている。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



８．危機管理８．危機管理
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８．８．１１ BCPBCPについて（について（11））

ＢＣＰは、災害などの被災を受けても業務が中断せず、また、中断した場合で
も可能な限り短い期間に再開出来る体制づくりを行うことを目的とする。

四十四田ダムでは、地震などの災害による緊急時の対応として、「四十四田
ダム 業務継続計画（ＢＣＰ）」を策定している。

ＢＣＰは、災害などの被災を受けても業務が中断せず、また、中断した場合で
も可能な限り短い期間に再開出来る体制づくりを行うことを目的とする。

四十四田ダムでは、地震などの災害による緊急時の対応として、「四十四田
ダム 業務継続計画（ＢＣＰ）」を策定している。

業務継続計画（BCP）の概要

被害想定 ①管内気象庁震度が６弱以上の地震、またはダム震度計の最大加速度が250gal以上
②ダムの堤体及び貯水池が被災を受けた場合

防災拠点 ・北上川ダム統合管理事務所内
・南部片富士湖防災センター
(ものしり館)

拠点バックアップ(候補地)
・岩手河川国道事務所
・盛岡市役所（本庁舎）
・盛岡市玉山総合事務所

連絡先 北上川ダム統合管理事務所、盛岡広域振興局、盛岡市、他（警察、病院、など）

必要資材 備蓄資材、飲用水及び燃料油脂リスト、衛星携帯電話、巡視船を係留する場所の確
保、災害対策器械（衛星通信車及び照明車）

ヘリポート ダムの臨時へリポートは事務所駐車場及び庁舎裏側の四十四田公園運動場に設置
する。その他周辺は21箇所を選定。

計画の
見直し

計画は毎年4月の人事異動に合わせて見直すことを原則とし、その他状況に応じて見
直しを行い、機能する計画とする。（PDCAサイクルの活用）
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８８．．１１ BCPBCPについて（について（22））

災害応急対策業務

復旧目標
時間

主要な業務
体制・参集・支援 被害情報の把握・応急復旧 通信・情報・広報

1時間 ・職員の参集
・災害対策支部設置

・一次点検実施

3時間 ・応援・支援職員配置
・防災ｴｷｽﾊﾟｰﾄの要請
・専門技術者の要請

・一次点検を終了し、本部に
報告

・情報通信の機能確保
・点検結果記者発表資
料作成

12時間 ・専門技術者の要請 ・応急復旧作業実施 ・応急復旧記者発表資
料作成

24時間 ・備蓄食糧等の支給、
管理

・二次点検を終了し、本部に
報告

・点検結果記者発表資
料作成

3日 ・災害応急対策工事発注
準備

7日 ・災害応急対策工事の契約
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８８．．２２ コイヘルペスへの対応についてコイヘルペスへの対応について

平成22年6月24日に四十四田ダムで発見され
たコイのへい死は、コイヘルペスウィルス
（KHV）病であることが6月29日に確認された。
その翌日の6月30日から、コイのへい死体の
回収・埋却作業を実施。

また、定期的な湖面巡視の実施・監視を継続
するとともに、ダム湖からのコイの持ち出しを
禁止する看板の設置や記者発表により、感染
拡大防止の周知を実施。

平成22年6月24日に四十四田ダムで発見され
たコイのへい死は、コイヘルペスウィルス
（KHV）病であることが6月29日に確認された。
その翌日の6月30日から、コイのへい死体の
回収・埋却作業を実施。

また、定期的な湖面巡視の実施・監視を継続
するとともに、ダム湖からのコイの持ち出しを
禁止する看板の設置や記者発表により、感染
拡大防止の周知を実施。

◆コイのへい死体の回収・埋却作業状況

◆コイのへい死
状況

◆感染拡大防止
周知用看板



９．今後のダム管理における９．今後のダム管理における
課題と対応課題と対応
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９．今後のダム管理における課題と対応９．今後のダム管理における課題と対応

◆◆堆砂対策の推進堆砂対策の推進
今後も、貯砂ダムなどのハード対策、治水安
全度向上方策などのソフト対策を積極的に進
めていく。

計画を上回る堆砂状況のため、貯砂ダムに
よる対策等に取り組んでいる。

◆◆御所ダムとの連携操作による洪水調節御所ダムとの連携操作による洪水調節

治水安全度が低いため、「統合管理検討委
員会」でその対策の検討を実施している。

御所ダムとの連携操作による洪水調節の新た
な操作規則を確立するとともに、その操作規
則に基づく適正な洪水調節を実施していく。

◆◆外来種対策外来種対策 今後も、地域住民との情報共有、関係機関と
の連携のもと、駆除対策に積極的に取り組む。
また、効果的な駆除方法について、研究を進
めていく。

特定外来生物であるオオクチバスが確認さ
れ、駆除対策を実施している。

◆◆危機管理体制の充実危機管理体制の充実

｢業務継続計画（BCP)｣を策定しており、今後
も関係機関との連携・連絡体制や情報ネット
ワークなどの対策強化に努める。

今後のダム管理においては、災害などの被
災を受けても業務に影響を出さない体制づく
りが必要である。

◆◆水源地域ビジョン水源地域ビジョンの推進の推進

水源地域ビジョンに基づく活動推進のため、
運営・推進体制の確立を図る。

平成22年度末に水源地域ビジョンを策定す
る予定である。


